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	5.1　資料収集・調査研究に関する学術誌の発行（公1）
	（1）会誌「自動車技術」
	・より読まれる会誌に向け、記事の多様化と鮮度の高い情報発信のため、特集記事の構成を刷新(*)した会誌を4月より発行する。
	(*)具体的には、技術革新・更新頻度が高い3分野（パワートレイン、車体、自動運転&エレクトロニクス）を年各2回特集し、この3分野以外は交互に特集するもの。
	・海外への技術情報発信の一環として、8月年鑑号英訳版のウェブサイト公開を継続する。
	（2）「自動車技術－文献抄録集－」を毎月発行し、海外文献を中心とした有益な情報を提供する。
	（3）「JSAEエンジンレビュー」を電子版刊行物として継続発行する。
	（4）「日本の自動車規格」の日本語版（DVD）、および英語版（WEB）を発行する。
	（5）第70回自動車技術会賞技術開発賞受賞者のインタビュー記事を会誌「自動車技術」に掲載する。
	（6）「人とくるまのテクノロジー展」と連動した記事広告誌「テスティングツール最前線」および「次世代自動車技術最前線」を発行する。
	（7）「高翔」（関東支部企画・編集）、「宙舞」（中部支部企画・編集）、「関西支部ニュース」（関西支部企画・編集）を発行する。
	5.2　研究発表に関する学術誌の発行（公2）
	（1）「自動車技術会論文集」
	・J-STAGEにて年6回発行する。
	・オンライン査読システムにより、投稿から掲載までの期間を短縮しつつ高いクオリティーの論文を発信していく。
	（2）「International Journal of Automotive Engineering（IJAE）：英文ジャーナル」
	・J-STAGEにて年4回発行する。
	・2019年度に実施した科学技術振興機構（JST）によるジャーナルコンサルティングの成果を踏まえ、2020年度も引き続きジャーナルの品質向上に取り組む。
	・Impact Factorの確実な取得を目的とするWGを設置し推進していく。
	（3）春季･秋季大会学術講演会講演予稿集（DVD）、およびフォーラム資料を発行する。
	5.3　人材育成に関する学術図書の発行（公3）
	（1）シンポジウム及び講習会資料を発行する。
	（2）会誌「自動車技術」において教育的記事を連載する。
	（4）関西支部学自研機関誌「関西支部学自研ニュース」（2回）、九州支部学自研機関誌「Eternal Car Life Vol.23」を発行する。
	5.4　広報関連他の発行
	（1）JSAEメールマガジン（インターネット配信）を週1回発行する。
	（2）国内への広報活動としてプレスリリースを発行すると共に、ニュースレターJSAE Eyeの日英版をそれぞれ年4回発行して国内外への広報に努める。
	（3）支部だより（北海道支部1回）、行事案内（関東支部3回、関西支部7回）、支部ニュース（中部支部6回）を発行する。
	5.5　その他
	（1）本会の基盤整備を目的とした、自動車技術情報を集約する文献・規格検索サイトの構築を開始する。
	6 人材の育成（定款第5条4号、公益目的事業3）
	（1）国際標準化活動（ISO／TC22）
	（2）国内標準化活動（JIS／JASO）
	（1）国際標準化活動（ISO／TC204）
	（2）国内標準化活動
	（1）日本学術会議の協力学術研究団体として学術振興に努める。
	（2）日本工学会の加盟団体として他学会との連携に努める。
	（3）経済産業省の日本工業標準調査会（JISC）の自動車他、各技術専門委員会に委員を派遣し積極的に参画する。
	（4）※ 経済産業省と連携し、第2回自動運転AIチャレンジ（2020年6月14日：千葉）を開催する。
	→新型コロナウィルスの感染拡大の影響により中止
	（5）各国国土交通省が2年に一度主催するESV国際会議で開催される「学生安全技術デザインコンペティション」の国際大会への日本代表チームの派遣を見据え、国内大会を実施する。
	（6）日本機械学会が幹事となり、第31回内燃機関シンポジウムを共催する。
	（7）日本自動車工業会国際標準検討会、および自動運転検討会と連携し情報交換を行い、標準化活動を実施する。
	（8）日本鉄鋼協会と材料部門委員会が共同設置した「自動車用材料共同調査研究会」の活動を引き続き推進する。
	（9）自動車制御とモデル委員会と計測自動制御学会の連携活動を引き続き推進する。
	（10）構造形成技術部門委員会と新構造材料技術研究組合（ISMA）の連携活動を引き続き推進する。
	（1）※ 2020年9月に開催する学生フォーミュラ日本大会2020－ものづくり・デザインコンペティション－に、アジアなど海外からの参加を得る。
	→新型コロナウィルスの感染拡大の影響により中止
	（2）※ 学生フォーミュラ日本大会2020の機会を利用して各国との交流促進を図る。
	→新型コロナウィルスの感染拡大の影響により中止
	（3）中国汽車工程学会年会におけるフォーラム開催など、中国汽車工程学会（SAE-China）との連携を推進する。
	（4）韓国自動車工学会年会におけるフォーラム開催など、韓国自動車工学会（KSAE）との連携を推進する。
	（5）FISITAの執行役員会並びに理事会に副会長、理事を派遣して協力する。
	（6）FISITA World Congress 2020（2020年9月14日～18日、プラハ）の開催に協力する。
	（7）APAC-21（2021年3月予定、メルボルン）の開催に協力する。
	（8）APAC Members Meetingなどの開催を通じて、アジア地域の連携を強化する。
	（9）SETC 2020（2020年11月10日～12日、ミネアポリス）をSAE Internationalと共催する。
	（10）※ AVEC’20（2020年9月14日～18日、神奈川）を神奈川工科大学と共催する。
	→新型コロナウィルスの感染拡大の影響により延期
	（11）欧州、米国やアジア諸国の主要な標準化団体との連携を促進する。
	ESV：International Technical Conference on the Enhanced Safety of Vehicles
	FISITA: International Federation of Automotive Engineering Societies
	APAC: Asia Pacific Automotive Engineering Conference
	SETC: Small Powertrains and Energy Systems Technology Conference
	AVEC: International Symposium on Advanced Vehicle Control
	（1）自動車技術会賞：学術貢献賞、技術貢献賞、浅原賞学術奨励賞、浅原賞技術功労賞、論文賞、技術開発賞の各候補者の積極的な募集を図り、各賞の主旨に相応しい優秀な業績に対し表彰を行う。
	（2）技術教育賞：優れた人材育成活動を行った個人若しくはグループを表彰する。
	（3）優秀講演発表賞：春季・秋季学術講演会の優秀講演者を表彰する。
	（4）技術部門貢献賞：技術会議の各部門委員会の活発な活動を行った個人を表彰する。
	（5）自動車技術会フェロー：本会活動への多大な貢献をした個人に授与する。
	（6）標準化活動功労感謝状：標準化活動向上に顕著な貢献があった個人に感謝状を贈呈する。
	（7）ITS標準化活動功労感謝状：ITS標準化活動向上に顕著な貢献があった個人に感謝状を贈呈する。
	（8）編集・出版功績感謝状：本会の出版物の編集・出版活動に顕著な貢献があった個人・団体に感謝状を贈呈する。
	（9）学術講演会運営功績感謝状：学術講演会の運営に顕著な貢献があった個人・団体に感謝状を贈呈する。
	（10）技術者育成功績感謝状：本会の技術者育成活動に顕著な貢献があった個人・団体に感謝状を贈呈する。
	（1）大学院研究奨励賞：優れた研究を行った大学院修了予定者を表彰する。
	（2）学自研功労賞：学生自動車研究会の活動で特に功労のあった学生を表彰する。
	（3）優秀ポスターセッション賞：秋季大会の産学ポスターセッションにおいて優秀なポスター発表を行った研究室を表彰する。
	（4）学生ポスターセッション賞：春季大会の学生ポスターセッションにおいて優秀なポスター発表を行った学生個人を表彰する。
	（1）北海道支部 ：支部通常総会1回、特別講演会1回、支部理事会2回を開催する。
	（2）東北支部 ：支部通常総会1回、特別講演会2回、支部理事会3回、学自研参与会2回を開催する。
	（3）関東支部 ：支部通常総会1回、顧問会1回、理事会3回（内、顧問同席2回）、担当理事会30回を開催する。
	（4）中部支部 ：支部通常総会1回、理事会2回、担当理事会2回、常任幹事会4回、担当幹事会4回、顧問会1回、さんぼう会2回、各事業別企画委員会を開催する。
	（5）関西支部 ：通常総会1回、理事会2回、合同会議1回、各事業別企画委員会4回、編集委員会4回を開催する。会員増強のため、会員・魅力拡大会議3回を開催する。
	（6）九州支部 ：支部定時総会1回、理事会2回、常任理事会4回を開催する。
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	報告資料
	5.1　資料収集・調査研究に関する学術誌の発行（公1）
	（1）会誌「自動車技術」
	・より読まれる会誌に向け、記事の多様化と鮮度の高い情報発信のため、特集記事の構成を刷新（*）した会誌を4月より発行する。
	（*）具体的には、技術革新・更新頻度が高い3分野（パワートレイン、車体、自動運転&エレクトロニクス）を年各2回特集し、この3分野以外は交互に特集するもの。
	・海外への技術情報発信の一環として、8月年鑑号英訳版のウェブサイト公開を継続する。
	（2）「自動車技術－文献抄録集－」を毎月発行し、海外文献を中心とした有益な情報を提供する。
	（3）「JSAEエンジンレビュー」を電子版刊行物として継続発行する。
	（4）「日本の自動車規格」の日本語版（DVD）、および英語版（WEB）を発行する。
	（5）第70回自動車技術会賞技術開発賞受賞者のインタビュー記事を会誌「自動車技術」に掲載する。
	（6）「人とくるまのテクノロジー展」と連動した記事広告誌「テスティングツール最前線」および「次世代自動車技術最前線」を発行する。
	（7）「高翔」（関東支部企画・編集）、「宙舞」（中部支部企画・編集）、「関西支部ニュース」（関西支部企画・編集）を発行する。
	5.2　研究発表に関する学術誌の発行（公2）
	（1）「自動車技術会論文集」
	・J-STAGEにて年6回発行する。
	・オンライン査読システムにより、投稿から掲載までの期間を短縮しつつ高いクオリティーの論文を発信していく。
	（2）「International Journal of Automotive Engineering（IJAE）：英文ジャーナル」
	・J-STAGEにて年4回発行する。
	・2019年度に実施した科学技術振興機構（JST）によるジャーナルコンサルティングの成果を踏まえ、2020年度も引き続きジャーナルの品質向上に取り組む。
	・Impact Factorの確実な取得を目的とするWGを設置し推進していく。
	（3）春季･秋季大会学術講演会講演予稿集（DVD）、およびフォーラム資料を発行する。
	5.3　人材育成に関する学術図書の発行（公3）
	（1）シンポジウム及び講習会資料を発行する。
	（2）会誌「自動車技術」において教育的記事を連載する。
	（4）関西支部学自研機関誌「関西支部学自研ニュース」（2回）、九州支部学自研機関誌「Eternal Car Life Vol.23」を発行する。
	5.4　※広報関連他の発行
	（1）JSAEメールマガジン（インターネット配信）を週1回発行する。
	（2）国内への広報活動としてプレスリリースを発行すると共に、ニュースレターJSAE Eyeの日英版をそれぞれ年4回発行して国内外への広報に努める。
	（3）支部だより（北海道支部1回）、行事案内（関西支部7回（内1回は新型コロナウィルスの感染拡大の影響により中止））、支部ニュース（中部支部6回）を発行する。
	5.5　その他
	（1）本会の基盤整備を目的とした、自動車技術情報を集約する文献・規格検索サイトの構築を開始する。
	6 人材の育成（定款第5条4号、公益目的事業3）
	（1）国際標準化活動（ISO／TC22）
	（2）国内標準化活動（JIS／JASO）
	（1）国際標準化活動（ISO／TC204）
	（2）国内標準化活動
	（1）日本学術会議の協力学術研究団体として学術振興に努める。
	（2）日本工学会の加盟団体として他学会との連携に努める。
	（3）経済産業省の日本工業標準調査会（JISC）の自動車他、各技術専門委員会に委員を派遣し積極的に参画する。
	（4）※ 経済産業省と連携し、第2回自動運転AIチャレンジ（2020年6月14日：千葉）を開催する。
	→新型コロナウィルスの感染拡大の影響により、6月14日（日）の決勝戦は中止し、代替えとして「オンライン上での決勝戦」に変更する。
	（5）各国国土交通省が2年に一度主催するESV国際会議で開催される「学生安全技術デザインコンペティション」の国際大会への日本代表チームの派遣を見据え、国内大会を実施する。
	（6）日本機械学会が幹事となり、第31回内燃機関シンポジウムを共催する。
	（7）日本自動車工業会国際標準検討会、および自動運転検討会と連携し情報交換を行い、標準化活動を実施する。
	（8）日本鉄鋼協会と材料部門委員会が共同設置した「自動車用材料共同調査研究会」の活動を引き続き推進する。
	（9）自動車制御とモデル委員会と計測自動制御学会の連携活動を引き続き推進する。
	（10）構造形成技術部門委員会と新構造材料技術研究組合（ISMA）の連携活動を引き続き推進する。
	（1）※ 2020年9月に開催する学生フォーミュラ日本大会2020－ものづくり・デザインコンペティション－に、アジアなど海外からの参加を得る。
	→新型コロナウィルスの感染拡大の影響により中止
	（2）※ 学生フォーミュラ日本大会2020の機会を利用して各国との交流促進を図る。
	→新型コロナウィルスの感染拡大の影響により中止
	（3）中国汽車工程学会年会におけるフォーラム開催など、中国汽車工程学会（SAE-China）との連携を推進する。
	（4）韓国自動車工学会年会におけるフォーラム開催など、韓国自動車工学会（KSAE）との連携を推進する。
	（5）FISITAの執行役員会並びに理事会に副会長、理事を派遣して協力する。
	（6）FISITA World Congress 2020（2020年9月14日～18日、プラハ）の開催に協力する。
	（7）APAC-21（2021年3月予定、メルボルン）の開催に協力する。
	（8）APAC Members Meetingなどの開催を通じて、アジア地域の連携を強化する。
	（9）SETC 2020（2020年11月10日～12日、ミネアポリス）をSAE Internationalと共催する。
	（10）※ AVEC’20（2020年9月14日～18日、神奈川）を神奈川工科大学と共催する。
	（11）欧州、米国やアジア諸国の主要な標準化団体との連携を促進する。
	ESV：International Technical Conference on the Enhanced Safety of Vehicles
	FISITA: International Federation of Automotive Engineering Societies
	APAC: Asia Pacific Automotive Engineering Conference
	SETC: Small Powertrains and Energy Systems Technology Conference
	AVEC: International Symposium on Advanced Vehicle Control
	（1）自動車技術会賞：学術貢献賞、技術貢献賞、浅原賞学術奨励賞、浅原賞技術功労賞、論文賞、技術開発賞の各候補者の積極的な募集を図り、各賞の主旨に相応しい優秀な業績に対し表彰を行う。
	（2）技術教育賞：優れた人材育成活動を行った個人若しくはグループを表彰する。
	（3）優秀講演発表賞：春季・秋季学術講演会の優秀講演者を表彰する。
	（4）技術部門貢献賞：技術会議の各部門委員会の活発な活動を行った個人を表彰する。
	（5）自動車技術会フェロー：本会活動への多大な貢献をした個人に授与する。
	（6）標準化活動功労感謝状：標準化活動向上に顕著な貢献があった個人に感謝状を贈呈する。
	（7）ITS標準化活動功労感謝状：ITS標準化活動向上に顕著な貢献があった個人に感謝状を贈呈する。
	（8）編集・出版功績感謝状：本会の出版物の編集・出版活動に顕著な貢献があった個人・団体に感謝状を贈呈する。
	（9）学術講演会運営功績感謝状：学術講演会の運営に顕著な貢献があった個人・団体に感謝状を贈呈する。
	（10）技術者育成功績感謝状：本会の技術者育成活動に顕著な貢献があった個人・団体に感謝状を贈呈する。
	（1）大学院研究奨励賞：優れた研究を行った大学院修了予定者を表彰する。
	（2）学自研功労賞：学生自動車研究会の活動で特に功労のあった学生を表彰する。
	（3）優秀ポスターセッション賞：秋季大会の産学ポスターセッションにおいて優秀なポスター発表を行った研究室を表彰する。
	（4）学生ポスターセッション賞：春季大会の学生ポスターセッションにおいて優秀なポスター発表を行った学生個人を表彰する。
	（1）※北海道支部 ：支部通常総会1回、支部理事会2回を開催する。特別講演会1回→新型コロナウィルスの感染拡大の影響により中止。
	（2）※東北支部 ：支部通常総会1回（新型コロナウィルスの感染拡大の影響により書面審議）、支部理事会3回、学自研参与会2回を開催する。特別講演会2回→新型コロナウィルスの感染拡大の影響により中止。
	（3）関東支部 ：支部通常総会1回、顧問会1回、理事会3回（内、顧問同席2回）、担当理事会30回を開催する。
	（4）※中部支部 ：支部通常総会1回、理事会2回、担当理事会2回、常任幹事会4回、担当幹事会4回、さんぼう会2回、各事業別企画委員会を開催する。顧問会1回→新型コロナウィルスの感染拡大の影響により中止。
	（5）関西支部 ：通常総会1回、理事会2回、合同会議1回、各事業別企画委員会4回、編集委員会4回を開催する。会員増強のため、会員・魅力拡大会議3回を開催する。
	（6）九州支部 ：支部定時総会1回、理事会2回、常任理事会4回を開催する。




